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図 1(c) 接合部方法詳細 図 1(a) 工法概要 

図 1(b) 接合部詳細 
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1.はじめに 

 地球温暖化防止や循環型社会の形成の必要性が求めら

れている中、木質構造建築物の重要性が高くなっている｡

また､「公共建築物等における木材の利用促進に関する法

律」の施行をきっかけに、国内の木材の利用促進が期待

されている｡このような背景より近年､我国でも CLT(Cross 

Laminated Timber)の実用化に向けた取り組みも盛んに行わ

れている（1）。 

 本研究では、大規模建築物や公共建築を想定して、木

質積層パネルを鉄骨ラーメンフレームと組み合わせたハ

イブリッド耐震壁を提案し、その力学的性状を明らかに

し、実用化のための基礎資料を得ることを目的としてそ

の 1 では工法概要や実験計画について述べる。 

2.工法概要 

 本工法の概要を図 1(a)に示す｡本工法おいては前述した

CLT など様々なニーズ合わせた木質積層パネルを選択する

ことができるが、今回用いる木質パネルは、ラミナ材を

こば立てて積層したスタックラミナパネルを用い本工法

は、このスタックラミナパネルを耐震要素とし、鋼構造

柱梁フレームに内蔵させて双方を一体化させた、「鋼＋木

ハイブリッド耐震壁」である｡ 

 本工法の構造計画における特徴は、以下の四点である。

まず、①水平荷重時にスタックラミナパネルには圧縮力

で負担させ、これに取り付く鉄骨フレームにはスタック

ラミナパネルにより生じる引張力を負担させ、それぞれ

の素材の持つ長所が最大限に生かしていることである。

次に、②スタックラミナパネルと鉄骨フレームを一体化

させるために用いる接合部

は、側面から挿入されたボ

ルトを利用して締め付ける

「くさび機構」(図 1(b)、

(c)参照)を有する接合金物

をスタックラミナパネルの

隅部に設置し､このボルト

を締め付けることによって、

鋼材と木材との接触面にお

いて支圧状態になる。さら

に、③くさび機構の実現に

より隅部は木材側に生じる

引張力に拘束されないため､
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図 2 試験体の形状及び寸法 
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柱 SS400 280 432 37
梁 SN490 422 540 29

表 1 鋼材強度 

図 3 実験方法 

内蔵されるスタックラミナパネルの建物供用後の乾燥収

縮により生じる強制ひずみによる木材の割れへの懸念も

解決できる機構となっている。さらに④鉄骨フレームに

内蔵する面材をコンクリートや鋼材で制作するのではな

く、木材を用いることにより、CO2 削減をはじめとした地

球環境配慮という点があげられる。 

3.実験計画 

試験体は、鉄骨フレームにスタックラミナパネルを内

蔵したハイブリッド耐震壁(試験体名 SFW1～2)を 2 体、

純鉄骨フレーム(試験体名 SF0)が 1 体の計 3 体とする。 

試験体の形状及び寸法を図 2 に示す｡試験体は実大スケ

ールとし､梁芯間距離：3600mm、スパン：1500mm である。

鉄骨フレームの断面は全試験体共通で、柱：■ -100×

100(材質 SS400)､梁：H-200×200×8×12(SN490B)である。

スタックラミナパネルは、板厚：150mm、高さ×幅：

1200×3200mm､含水率：20%以下､ヤング率：E65 以上の

スギ材を利用する。なお、鉄骨柱と木材は四隅の接合部

以外に側部四か所面外方向を拘束するための座屈止めが

配置されている。鋼材の機械的性質を表 1 に示す。 

実験方法を図 3 に示す。加力は、鉄骨フレームの上部

梁芯位置に設置した左右のジャッキ(能力:2000kN)による

片押しとして正負繰り返しせん断力を載荷する。載荷条

件は変形角 R＝δ/H として R＝1/450,1/300,1/250,1/150, 

1/100,1/75,1/50(rad)．を 3 サイクルずつの正負漸増繰り返

し載荷とし、その後は正荷力側で単調載荷とする。測定

は試験体全体変形、鉄骨柱部分の歪を測定した。 

4. まとめ  

本報では、本工法の概要と実験計画を示した。実験結

果は、その２に示す。  
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